
 

16 

７ 広域的な取組 

（１）流域治水 

令和２年度から、流域全体のあらゆる関係者が協働して、流域全体で水害を軽減させる治水

対策、「流域治水」の取組を進めている。 

一級水系河川である多摩川、鶴見川、相模川では国及び関係市町と一体となって、二級水系

河川である帷子川、大岡川、境川、引地川及び酒匂川では県が中心となって関係市町と連携を

図りながら対策を推進している。 

 
表７ 流域治水プロジェクトの取組状況（2021（令和３）年 10月末現在） 

 
 

図 23 流域治水の概要 

  
（出典：気候変動を踏まえた水災害対策のあり方について 答申 報道発表添付資料） 
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（２）グリーンインフラ 

「グリーンインフラ」とは、社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自

然環境が有する多様な機能を活用し、持続可能で魅力ある国土・都市・地域づくりを進める取

組である。 

神奈川県では、東の三浦半島から西の箱根まで緑が多く存在し、バランスよく配置されてい

る。 

2015（平成 27）年の都市公園、農地、山林の都市計画区域内における面積割合をみると、三

浦半島地域、湘南地域、県西地域等で 50％を超える市町が存在している。 

 
図 24 グリーンインフラの考え方 

 

（出典：国土交通省 HP） 
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図 25 都市公園、農地、山林の分布（2015（平成 27）年） 

（資料：神奈川県河川課 HP、都市計画基礎調査、国土数値情報） 

 

 
図 26 都市公園、農地、山林の面積割合（都市計画区域）（2015（平成 27）年） 

 
（資料：都市計画基礎調査） 
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図 27 「かながわ都市マスタープラン」における環境と共生した都市づくり 

 

 

 

（出典：かながわ都市マスタープラン） 
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８ 市町の計画策定状況 

（１）立地適正化計画の策定状況 

2021（令和３）年７月時点の県内 29 市町（全 33 市町村のうち政令市３市及び都市計画区域

外の清川村を除く）を対象として立地適正化計画の作成意向を調査したところ、「公表済」が９

市町、「作成中・作成予定」が３市町、「作成を検討中」が 11市町であった。 

また、公表済の９市町のうち、１市（厚木市）が防災指針を作成済であった。 

 
図 28 立地適正化計画策定状況（2021（令和３）年７月時点） 

 

 
（資料：第 24 回立地適正化計画の作成意向等調査（国土交通省）） 
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（２）地域公共交通計画の策定状況 

2021（令和３）年５月時点で、地域公共交通計画は、９市町で策定済みであり、そのうち立

地適正化計画を策定しているのは５市（大和市、藤沢市、海老名市、厚木市、伊勢原市）であ

る。 

 
図 29 地域公共交通計画策定状況（2021（令和３）年５月時点） 

 
（資料：地域公共交通計画等作成状況について（関東運輸局管内）、国土交通省） 

 

 

 

  


